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●品川区

VLP活用のねらい
教育支援センターやフリースクール等に通うことができ
ない不登校状態の児童・生徒への多様な学びの一
環として、居場所と学習の機会を提供する。
対象生徒・児童
区立学校に在籍しており不登校状態にあり、教育支
援センターやフリースクール等どこにも通っていない児
童・生徒
＊ただし、月数回通っていても学習する機会がないな
ど、十分な学習支援を受けることができない場合は
除く
運営時間
9時00分〜16時00分 (12時30分〜13時30分は昼
休みとして除く)
活用方法
メタバース空間内での日常的なコミュニケーション、レク
リエーション活動に加えて学習支援事業「しながわオ
ンラインスクール」、オンライン国際交流の実施。

【前期】
●年度当初に学校へR7年度VLP事業の開始を通知。参加
を希望した児童・生徒(11名)にアカウントを配布し、4月14日
から運営を開始した。運営開始に伴い、毎週メタバース空間
内で操作説明会(「初めてのVLP」の実施や、月2回程度のレ
クリエーションイベント(「お楽しみ会」を開始した。
●4月後半より、学習支援事業「オンラインスクール」を開始。
学習教材「デキタス」を活用した少人数授業を週3回実施し
た。
●6月後半より、オンライン国際交流を開始。英語を母国語
としない諸外国の児童・生徒および教員との異文化交流を
月1回実施した。
●9月よりメタバース空間内でのオンライン部活動を開始。
「旅行部」、「数楽部」、「家庭科部」など10つの部活動を月
数回程度実施した。
●9月末の登録者人数は50人となった。
【後期】
●前期に引き続き操作説明会、レクリエーション、「オンライ
ンスクール」、オンライン国際交流などを継続した。
●オンライン部活動の特別編を開始。普段の部活動に加え
て外部の専門講師を招いた特別なイベントを開始した。
●2月末の登録者人数は71人となった。

活動・取組み内容活用方針
適
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●品川区

児童・
生徒

• 久しぶりに参加した時に、みんなが声をかけ
てくれて嬉しかったです。(9年女子)

• 自分だけだと勉強できないので、オンラインス
クールに参加するようにしている。(7年女子)

• 自分でアバターをカスタマイズできるようにして
ほしい。(6年女子)

• (新しい参加者が来ても)1カ月くらいするとす
ぐにいなくなってしまう。(4年男子)

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

居場所の提供
教育支援センターやフリースクールなどに通室できない児童・生徒が
利用し、他の児童・生徒やスタッフとの雑談や遊びを楽しむ姿が見
られた。次第にVLPだけではなく、教育支援センターや校内別室など
他の支援先ともつながり、オンラインだけではなく対面での交流等へ
と広がりが見られた。
学習機会の提供
学習教材「デキタス」および「オンラインスクール」による小集団授業の
提供により、自分のペースで振り返り学習や先取り学習を進める児
童・生徒が一定数見られた。

VLPでの参加率・継続率を高めるための取組み
R7年度は前年度の反省から児童・生徒の利用しやすい時間帯にオンラ
イン操作説明会やイベントを実施した。その結果、空間の利用率は上昇
したが、全くVLP空間に参加しないもしくは1、2回程度の利用しかない児
童・生徒も見られた。申し込み時にVLPの活用方法の説明やVLPでの希
望を聞き取るなど導入を丁寧に行い入室意欲を高めるなどより個別での
支援を行いたい。
学校への周知に向けての取組み
R7年度は前年度の反省を踏まえて、月1回学校へVLPでの取り組みにつ
いて情報提供をしたが、2割程度の学校からVLPへの参加者がいなかった。
事例などを通しての活用方法の周知や、紹介を迷っている学校からの相
談にのるなど、より丁寧に学校へ紹介できるようにしたい。

利用者の声

• VLPでの様子を楽しそうに話してくれていてい
る。(保護者)

• 子どもが途中からなかなか参加したがらなく
なってしまい、どうしたらいいか相談する窓口
が欲しかった。(保護者)

• 学校に来れない日もVLPに参加して、明るく
過ごしているのを聞いて感謝している。(教員)
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